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可決・同意等された知事提出議案

○令和3年度香川県一般会計補正予算議案（2議案 総額75億4,500万円余）
新型コロナウイルス感染症対策について「感染拡大防止対策と医療提供体制の整備」、「雇用の維持・事業
の継続」、「県民の生活支援」、「地域経済の回復・活性化」の観点から早急に対応が必要な事業に要する経
費、防災・減災対策及び地域活性化対策として、小規模土地改良事業による農業生産基盤の整備、道路の
維持修繕や交通安全施設の工事などの事業に要する経費に係る補正予算。

その他19議案

主な議案

代表質問
《自民党県政会：新田議員、自民党議員会：石川議員、かがわ立憲みらい：森議員》
一般質問《6会派、11名の議員が登壇》
議員提出議案等《条例1件、決議1件、意見書5件を可決》
常任委員会だより・閉会中の委員会活動《10～11月》
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11月定例会
11月22日から12月14日

11月定例会　代表質問

代表質問
11月25日

自民党議員会

　
　
浜
田
知
事
市
町
に
お
い
て
要

支
援
者
の
個
別
避
難
計
画
の
作
成
が

努
力
義
務
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ

の
作
成
が
進
む
よ
う
、
11
月
４
日
に

開
催
し
た
市
町
防
災
・
減
災
対
策
連

自民党県政会
新田 耕造 議員

答 　
　
高
齢
者
等
の
避
難
行
動
要
支

援
者
に
対
す
る
避
難
体
制
は
。

問

　
　
結
婚
支
援
の
取
組
み
は
。

問 　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
は
。

問

　
　
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え

た
企
業
誘
致
の
取
組
み
は
。

問

　
　
知
事
ワ
ク
チ
ン
の
３
回
目
の

追
加
接
種
は
、
12
月
か
ら
医
療
従
事

者
等
、１
月
か
ら
は
高
齢
者
へ
の
接

種
も
開
始
さ
れ
る
。11
月
19
日
に
、市

町
担
当
者
会
を
開
催
し
、現
段
階
で

の
準
備
状
況
や
課
題
等
の
情
報
交
換

を
行
っ
た
。今
後
と
も
、国
の
通
知
等

を
踏
ま
え
、各
市
町
や
関
係
機
関
と

緊
密
に
連
携
し
、接
種
体
制
の
整
備

や
広
報
に
努
め
て
い
く
。

　
保
健
・
医
療
体
制
の
整
備
は
、
今

夏
の
感
染
拡
大
時
の
課
題
等
を
検
証

し
、感
染
の
ピ
ー
ク
時
の
最
大
療
養

者
数
８
６
７
人
、最
大
要
入
院
者
数

１
９
７
人
等
と
設
定
し
、病
床
２
６

４
床
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、臨
時

の
医
療
施
設
を
20
床
設
置
す
る
。宿

泊
療
養
施
設
は
、新
た
に
1
棟
を
中
・

西
讃
地
域
に
設
置
し
、最
大
宿
泊
療

養
者
数
と
見
込
む
２
７
０
人
以
上
が

療
養
で
き
る
体
制
を
整
え
る
ほ
か
、

自
宅
療
養
さ
れ
る
方
へ
の
支
援
と

し
て
、地
域
の
医
師
等
に
よ
る
健
康

観
察
や
往
診
体
制
を
整
備
す
る
。

答　
　
知
事
か
が
わ
縁
結
び
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
、
開
所
か
ら
５
年
で
、

１
４
７
組
が
成
婚
さ
れ
た
。開
所
５

答

　
　
森
林
整
備
と
森
林
資
源
の
循

環
利
用
の
推
進
の
取
組
み
は
。

問　
　
知
事
本
県
の
特
性
を
踏
ま
え
、

皆
伐
を
避
け
、長
期
的
に
間
伐
を
繰

り
返
す
こ
と
で
、下
流
域
へ
の
影
響

を
最
小
限
に
と
ど
め
る
な
ど
、森
林

資
源
の
長
期
的
・
持
続
的
な
利
用
を

図
る
ほ
か
、本
県
に
適
し
た
小
型
の

高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
に
よ
る

生
産
性
の
向
上
や
、植
林
に
よ
る
森

林
資
源
の
充
実
な
ど
に
取
り
組
む
、

環
境
に
や
さ
し
く
持
続
可
能
な﹁
香

川
型
林
業
﹂を
構
築
し
た
い
。

　
﹁
香
川
型
林
業
﹂を
進
め
る
た
め

に
は
、
民
有
林
の
経
営
管
理
に
大

き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
各
市
町

と
の
連
携
が
重
要
で
あ
る
が
、
各

市
町
に
は
、
林
業
の
知
識
や
ノ
ウ

ハ
ウ
を
有
し
た
職
員
が
十
分
に
確

保
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
県

で
は
昨
年
度
ま
で
に
﹁
か
が
わ
森

林
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
﹂
を
15
名
育
成

し
、
市
町
で
の
活
用
に
努
め
る
ほ

か
、
他
県
の
取
組
事
例
等
の
情
報

提
供
や
専
門
知
識
を
高
め
る
た
め

の
研
修
を
行
う
な
ど
、
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

答

絡
協
議
会
に
お
い
て
、
先
進
事
例
の

紹
介
や
県
の
補
助
制
度
の
活
用
な
ど

を
説
明
し
た
ほ
か
、県
と
し
て
も
、地

域
の
実
情
に
詳
し
い
自
主
防
災
組
織

や
民
生
委
員
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な

ど
に
対
し
て
、引
き
続
き
、作
成
へ
の

協
力
を
働
き
か
け
て
い
く
。

　
平
常
時
に
お
い
て
、要
支
援
者
の
名

簿
情
報
を
、避
難
支
援
を
行
う
方
々
に

提
供
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、発
災
時

の
迅
速
な
救
出
・
救
助
活
動
に
つ
な
が

る
た
め
、
取
組
み
が
進
ん
で
い
な
い

市
町
に
対
し
て
、
速
や
か
に
本
人
の

同
意
を
得
て
、
名
簿
情
報
を
適
切
に

提
供
す
る
よ
う
強
く
働
き
か
け
る
。

　
県
民
の
生
命
を
守
る
こ
と
を
最

優
先
に
、防
災
・
減
災
対
策
に
万
全

を
期
し
て
い
く
。

　
　
知
事
本
県
の
優
れ
た
立
地
環

境
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
た
結
果
、令

和
２
年
度
、番
の
州
臨
海
工
業
団
地

に
、兵
庫
県
の
シ
ョ
ー
ワ
グ
ロ
ー
ブ

株
式
会
社
が
国
内
初
の
医
療
用
等

ゴ
ム
手
袋
の
製
造
工
場
を
、広
島
県

の
株
式
会
社
ハ
ロ
ー
ズ
が
四
国
物

答 周
年
を
契
機
に
、10
月
か
ら
12
月
に
、

県
内
３
か
所
で
の
マ
ッ
チ
ン
グ
会
員

登
録
説
明
会
や
結
婚
応
援
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　
会
員
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、外

出
自
粛
期
間
で
も
、自
宅
の
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
、お

相
手
の
閲
覧
や
お
引
合
せ
の
申
込
み

が
で
き
る
よ
う
シ
ス
テ
ム
を
改
修

し
、１
月
11
日
か
ら
稼
働
す
る
。

　﹁
縁
結
び
お
せ
っ
か
い
さ
ん
﹂の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
を
実
施
し
、縁
結

び
マ
ッ
チ
ン
グ
で
の
お
引
合
せ
の
立

ち
合
い
や
、カ
ッ
プ
ル
の
交
際
フ
ォ

ロ
ー
な
ど
の
手
厚
い
支
援
を
行
っ
て

も
ら
う
ほ
か
、﹁
縁
結
び
支
援
員
﹂
に

よ
る
個
別
相
談
を
行
う
な
ど
、会
員

へ
の
支
援
を
充
実
し
て
い
く
。

　
応
援
団
体
や
協
力
団
体
、各
市
町

と
も
連
携
し
、県
全
体
で
結
婚
を
希

望
す
る
男
女
を
応
援
す
る
気
運
の
醸

成
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
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工
代
教
育
長
小
豆
地
域
に
新

設
す
る
特
別
支
援
学
校
は
、池
田
小
学

校
に
隣
接
す
る
学
習
環
境
を
生
か
し
、

日
常
的
・
継
続
的
な
交
流
及
び
共
同
学

習
に
取
り
組
む
こ
と
や
、小
豆
島
の
恵

ま
れ
た
自
然
や
環
境
の
中
で
、地
域

の
方
々
と
の
ふ
れ
あ
い
や
島
の
資
源

を
活
用
し
た
学
習
を
積
極
的
に
取
り

入
れ
る
。校
名
は
、学
校
と
地
域
が
手

を
携
え
て
育
て
て
い
こ
う
と
い
う
基

本
理
念
と
、の
び
の
び
と
仲
良
く
学

ん
で
欲
し
い
と
の
思
い
か
ら﹁
小
豆

島
み
ん
な
の
支
援
学
校
﹂と
し
た
い
。

　
学
識
経
験
者
や
福
祉
・
療
育
の
専

門
家
等
か
ら
な
る﹁
今
後
の
香
川
県

立
特
別
支
援
学
校
の
在
り
方
検
討

委
員
会
﹂
で
の
議
論
も
踏
ま
え
、
新

設
校
を
含
め
た
県
立
特
別
支
援
学

　    

県
立
特
別
支
援
学
校
に
お
け
る

教
育
の
推
進
に
向
け
た
取
組
み
は
。

答 問

　
　
知
事
椛
川
ダ
ム
は
、３
月
か
ら
試

験
湛
水
を
始
め
、
10
月
末
時
点
の
貯
水

率
は
約
41
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
、今
後
、

洪
水
期
に
は
貯
水
位
を
一
時
的
に
低
下

さ
せ
な
が
ら
試
験
湛
水
を
進
め
、
令
和

６
年
度
中
の
完
了
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
長
柄
ダ
ム
の
再
開
発
は
、付
替
町
道

等
の
用
地
測
量
な
ど
を
進
め
て
い
る
ほ

か
、詳
細
な
調
査
の
結
果
、全
体
事
業
費

が
１
５
０
億
円
か
ら
２
２
１
億
円
に
増

額
の
見
込
み
と
な
っ
た
。今
年
度
中
に
全

　   

ダ
ム
の
整
備
の
今
後
の
見
通

し
は
。

問答

　
　
今
井
警
察
本
部
長
関
係
機
関

と
緊
密
な
連
携
が
図
れ
る
よ
う
、消

防
や
自
衛
隊
と
の
合
同
に
よ
る
救

出
救
助
訓
練
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、

災
害
発
生
時
に
自
治
体
に
設
置
さ

れ
る
災
害
対
策
本
部
に
派
遣
す
る

連
絡
要
員
を
指
定
し
、情
報
共
有
を

行
う
な
ど
、平
素
か
ら
顔
の
見
え
る

関
係
の
構
築
に
努
め
て
い
る
。

　
大
規
模
災
害
へ
の
対
応
に
は
地

域
住
民
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠

で
あ
る
た
め
、地
域
の
防
災
訓
練
へ

の
積
極
的
な
参
加
や
、防
災
教
室
、

広
報
誌
等
を
通
じ
て
早
期
避
難
の

重
要
性
に
つ
い
て
呼
び
か
け
る
な

ど
の
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。

　
大
規
模
災
害
発
生
時
に
も
警
察
活

動
を
継
続
で
き
る
よ
う
、警
察
施
設
の

耐
震
化
を
は
じ
め
と
す
る
耐
災
害
性

の
向
上
、非
常
電
源
設
備
の
整
備
、代
替

施
設
の
確
保
、食
料
・
飲
料
水
の
備
蓄
、

民
間
事
業
者
と
の
連
携
等
に
よ
る
警

察
活
動
の
基
盤
確
保
に
努
め
て
い
る
。

　    

県
警
察
の
大
規
模
地
震
災
害
へ

の
対
応
力
の
強
化
は
。

答 問

　    

今
後
の
観
光
振
興
は
。

問　
　
知
事
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
早
期
回

復
が
見
通
せ
な
い
中
、ま
ず
は
国
内
か

ら
の
誘
客
に
重
点
を
置
き
、多
様
化
す

る
旅
行
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
施
策
を

展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。県
民
が

対
象
の﹁
新
・
か
が
わ
割
﹂は
、感
染
状
況

を
踏
ま
え
た
利
用
期
間
の
延
長
や
対

象
地
域
の
拡
大
を
国
に
要
望
し
、先
般

示
さ
れ
た
、制
度
の
見
直
し
内
容
を
踏

ま
え
、一
層
の
需
要
喚
起
に
取
り
組
む
。

　
宿
泊
施
設
の
感
染
対
策
や
新
た

な
需
要
創
出
に
向
け
た
取
組
み
も
支

援
し
て
お
り
、10
月
末
現
在
で
、３
３

答 流
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
決
定
し
た
。

　
情
報
通
信
関
連
で
は
、
７
月
に
、

東
京
都
の
株
式
会
社
ペ
イ
ロ
ー
ル

が
高
松
市
に
事
務
処
理
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
た
。さ
ら
に
、こ
の
度
、東

京
都
の
株
式
会
社
エ
ス
プ
ー
ル
が

三
豊
市
に
事
務
処
理
セ
ン
タ
ー
の

開
設
を
決
定
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
収
束
後
を
展
望
し
、本
県

が
持
つ
特
性
や
独
自
の
優
遇
制
度
等

を
、情
報
通
信
関
連
企
業
等
が
参
加

す
る
産
業
フ
ェ
ア
へ
の
出
展
や
、県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
各
種
広
報
媒
体

を
通
じ
た
情
報
発
信
に
努
め
、企
業

訪
問
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
会
議
等

を
効
果
的
に
併
用
し
、
よ
り
一
層
、

県
外
企
業
の
誘
致
に
取
り
組
む
。

校
９
校
に
お
い
て
、障
害
の
あ
る
子

ど
も
の
自
立
や
社
会
参
加
を
目
指

し
、一
人
ひ
と
り
の
教
育
的
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
特
別
支
援
教
育
の
一
層

の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

体
計
画
を
策
定
す
る
ほ
か
、実
施
設
計

で
、事
業
費
の
縮
減
や
予
算
の
平
準
化
を

検
討
し
な
が
ら
事
業
を
進
め
た
い
。

　
五
名
ダ
ム
の
再
開
発
は
、香
川
県
広

域
水
道
企
業
団
と
検
討
し
、国
と
協
議

し
た
結
果
、新
規
水
道
用
水
の
水
源
確

保
は
行
わ
な
い
こ
と
で
合
意
が
得
ら

れ
た
。企
業
団
か
ら
、異
常
渇
水
の
影
響

を
緩
和
す
る
た
め
、新
た
な
水
源
確
保

の
検
討
の
必
要
が
あ
る
と
伺
っ
て
お

り
、引
き
続
き
企
業
団
と
協
議
を
行
う
。

５
の
宿
泊
施
設
か
ら
、５
億
２
千
万

円
余
の
交
付
申
請
を
受
け
付
け
た
。

　
本
県
の
豊
か
な
資
源
を
活
用
し
た

イ
ベ
ン
ト
や
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
造
成

等
へ
の
支
援
や
、個
人
旅
行
者
の
利
用

が
多
い
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
み
で

取
引
を
行
う
旅
行
会
社
と
連
携
し
、新

た
な
体
験
型
商
品
を
造
成
し
た
ほ
か
、

旬
の
観
光
情
報
を
県
公
式
観
光
サ
イ

ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、テ
レ
ビ
番
組
、雑
誌
等

を
通
じ
て
発
信
し
て
い
る
。

　    

環
境
保
全
型
農
業
へ
の
取
組

み
は
。

問　
　
知
事
化
学
農
薬
・
化
学
肥
料
の

使
用
低
減
な
ど
の
取
組
み
を
進
め
て

き
た
が
、
通
常
よ
り
、
労
力
や
コ
ス
ト

が
か
か
る
こ
と
等
か
ら
、普
及
定
着
が

十
分
に
進
ん
で
い
な
い
。国
が
策
定
し

た
戦
略
で
は
、農
業
分
野
の
脱
炭
素
化

答

等
が
施
策
の
柱
に
位
置
づ
け
ら
れ
、環

境
保
全
型
農
業
の
推
進
は
一
層
重
要

に
な
っ
て
き
て
い
る
。
県
は
、
環
境
保

全
型
農
業
の
持
続
的
発
展
に
向
け
、

﹁
か
が
わ
の
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
推

進
計
画
﹂
を
今
年
度
新
た
に
策
定
し
、

産
地
に
適
し
た
栽
培
技
術
の
普
及
等

に
よ
る﹁
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
の
取

組
み
の
拡
大
﹂
と
、
有
機
農
産
物
等
の

Ｐ
Ｒ
強
化
等
に
よ
る﹁
環
境
に
や
さ
し

い
農
産
物
の
需
要
の
拡
大
﹂を
車
の
両

輪
と
し
、各
種
施
策
を
進
め
た
い
。

　
農
業
者
、農
薬
・
肥
料
メ
ー
カ
ー
、

食
品
事
業
者
、行
政
な
ど
が
一
体
と

な
り
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

関
係
者
に
よ
る
推
進
体
制
を
新
た

に
組
織
し
、
情
報
共
有
を
図
り
、
総

合
的
か
つ
計
画
的
に
進
め
た
い
。

新うどん県泊まってかがわ割
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知
事
昨
年
12
月
の
国
道
32
号

猪
ノ
鼻
道
路
の
開
通
で
、香
川
・
徳
島

県
間
の
所
要
時
間
は
約
９
分
短
縮
さ

れ
、一
日
あ
た
り
の
交
通
量
は
、平
日

で
約
２
割
、休
日
で
約
１
割
増
加
し
、

答 　
　
知
事
本
県
に
お
い
て
は
、水
稲

の
作
付
面
積
が
毎
年
４
０
０
h
a
の

規
模
で
減
少
し
て
お
り
、水
田
の
重

要
な
基
幹
作
物
で
あ
る
水
稲
の
安
定

的
な
生
産
量
を
確
保
す
る
た
め
に

は
、作
付
面
積
の
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
る
必
要
が
あ
る
。

　
こ
の
た
め
、国
の
経
営
所
得
安
定

対
策
を
活
用
し
て
、主
食
用
米
と
麦

や
野
菜
と
の
組
合
せ
に
よ
る
収
益

性
の
高
い
二
毛
作
を
よ
り
一
層
推

進
し
、農
家
の
経
営
安
定
を
図
る
ほ

か
、主
食
用
米
を
需
要
に
応
じ
て
飼

料
用
米
や
加
工
用
米
な
ど
の
非
主

食
用
米
に
転
換
す
る
こ
と
に
よ
り
、

水
田
の
有
効
活
用
を
推
進
す
る
。

　
国
内
の
米
の
消
費
量
が
減
少
す

る
中
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
下
で
も
、国
産
米
の
輸
出

は
増
加
傾
向
に
あ
り
、今
後
の
需
要

拡
大
が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、本

県
に
お
い
て
も
、
新
た
に
、
輸
出
用

米
な
ど
の
新
市
場
開
拓
用
米
へ
の

転
換
も
図
る
。

答問　
　

直
轄
国
道
の
整
備
状
況
と

効
果
は
。

自民党議員会自民党議員会
石川　豊 議員

答　
　
知
事
国
が
策
定
し
た
﹁
非
常

勤
消
防
団
員
の
報
酬
等
の
基
準
﹂を

踏
ま
え
、各
市
町
で
、地
域
の
実
情

に
応
じ
団
員
の
労
苦
に
見
合
う
処

遇
の
充
実
を
早
急
に
図
る
必
要
が

あ
る
。県
か
ら
も
助
言
を
行
い
、こ

れ
ま
で
に
３
市
町
が
条
例
改
正
を

行
い
、
３
町
が
年
内
に
改
正
を
予

定
、残
り
の
市
町
も
年
度
内
の
条
例

改
正
等
に
向
け
た
見
直
し
を
行
っ

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
11
月
に
は
市
町
防
災
・
減
災
対
策
連

問　
　
消
防
団
の
充
実
強
化
は
。

答 問　
　
知
事
身
近
な
資
源
を
活
用
し
た

イ
ベ
ン
ト
や
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
造
成

等
に
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
み
で
取
引
を
行
う

旅
行
会
社
、い
わ
ゆ
る
Ｏ
Ｔ
Ａ
と
連
携

し
、新
た
な
体
験
型
商
品
19
商
品
を

10
月
か
ら
販
売
開
始
し
た
ほ
か
、大

手
旅
行
会
社
に
対
し
て
、多
島
美
が

織
り
な
す
瀬
戸
内
海
の
風
景
を
は
じ

め
、歴
史
や
文
化
な
ど
、多
様
な
観
光

資
源
や
モ
デ
ル
コ
ー
ス
な
ど
の
情
報

を
提
供
し
、滞
在
型
商
品
の
造
成
や

送
客
の
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
る
。

　
遊
覧
船
等
、民
間
事
業
者
と
連
携

し
た
瀬
戸
内
海
の
魅
力
を
生
か
し
た

誘
客
策
は
、他
県
の
事
例
等
も
参
考

に
し
な
が
ら
研
究
し
た
い
。

　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
誘
致
活
動
を
再
開

し
、課
題
や
要
望
等
の
把
握
に
努
め

る
ほ
か
、瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
２
０

２
２
は
、感
染
症
対
策
の
徹
底
な
ど

安
全
・
安
心
に
も
十
分
留
意
し
な
が

ら
、準
備
に
万
全
を
期
す
。

　
　
交
流
人
口
の
回
復
・
拡
大
は
。

問　　
本
県
の
水
稲
生
産
の
取
組
み
は
。

答 問　
　
知
事
県
内
企
業
の
人
材
確
保

支
援
の
た
め
、
求
人
企
業
と
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
で
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
方
な
ど
が
出
会
う
機
会
と
し
て

﹁
か
が
わ
正
社
員
就
職
フ
ェ
ア
﹂を
11

月
３
日
は
対
面
で
、
８
日
か
ら
16
日

は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
た
。

　
県
内
企
業
の
人
材
確
保
に
は
、企
業

の
魅
力
向
上
も
重
要
で
あ
り
、中
小
企

業
等
に
働
き
方
改
革
に
関
す
る
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
や
、働
き
や
す
い
職

場
環
境
づ
く
り
へ
の
助
成
を
行
う
ほ

か
、若
手
社
員
の
職
場
定
着
を
図
る
た

め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、企
業
の
人

材
育
成
を
支
援
し
て
い
る
。

　
今
後
、企
業
ニ
ー
ズ
が
高
い
デ
ジ

タ
ル
人
材
と
県
内
企
業
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
や
、就
職
活
動
前

　
　
社
会
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え

た
県
内
企
業
の
人
材
確
保
支
援
は
。

安
全
性
も
大
幅
に
向
上
し
た
。

　
国
道
11
号
大
内
白
鳥
バ
イ
パ
ス

は
、
４.
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
区
間
が

一
部
供
用
さ
れ
、未
供
用
区
間
の
用

地
買
収
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

12
月
に
、
松
崎
か
ら
土
居
の
１.
４

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
区
間
が
一
部
供
用

さ
れ
、慢
性
的
な
渋
滞
の
緩
和
等
が

一
層
図
ら
れ
る
と
考
え
る
。

　
国
道
11
号
豊
中
観
音
寺
拡
幅
は
、

４
車
線
化
や
歩
道
拡
幅
で
渋
滞
の
緩

和
や
安
全
性
の
向
上
が
期
待
さ
れ

る
。令
和
５
年
春
頃
に
三
豊
市
豊
中

町
の
１.
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
区
間
の
４

車
線
化
が
完
了
予
定
で
、道
路
改
良

や
舗
装
工
事
な
ど
を
行
う
ほ
か
、他

の
区
間
も
橋
梁
工
事
や
用
地
買
収
な

ど
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

「消防団員応援制度」の概要

答 問　　
小
・
中
学
校
に
お
け
る
﹁
ふ
る

さ
と
教
育
﹂の
推
進
は
。

　
　
教
育
長
昨
年
度
か
ら
、
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
、
修
学
旅
行
先

等
を
県
外
か
ら
県
内
に
変
更
し
て

い
る
学
校
も
多
く
、
本
県
の
魅
力
を

再
発
見
す
る
機
会
も
増
え
て
い
る
。

　
６
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
開
催

し
た
、
有
識
者
等
か
ら
な
る
﹁
ふ
る

さ
と
教
育
推
進
検
討
委
員
会
﹂の
意

見
も
参
考
に
、ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な

る
地
域
人
材
と
の
連
携
強
化
、子
ど

も
の
自
発
的
な
課
題
解
決
を
引
き

絡
協
議
会
を
開
催
し
、女
性
や
学
生
な

ど
幅
広
い
層
へ
の
入
団
促
進
や
装
備

等
の
充
実
な
ど
を
各
市
町
に
働
き
か

け
る
と
と
も
に
、﹁
災
害
に
強
い
香
川
づ

く
り
集
中
対
策
推
進
事
業
補
助
金
﹂で

消
防
団
の
訓
練
や
準
中
型
免
許
の
取

得
、資
機
材
の
新
規
整
備
等
を
支
援
す

る
ほ
か
、消
防
団
員
が
飲
食
店
等
の
登

録
事
業
所
で
各
種
優
遇
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
る
﹁
消
防
団
員
応
援
制
度
﹂

の
充
実
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

の
学
生
を
対
象
と
し
た﹁
Ｗ
ｅ
ｂ
版

企
業
研
究
フ
ェ
ア
﹂な
ど
の
オ
ン
ラ

イ
ン
開
催
や
、企
業
の
魅
力
向
上
に

向
け
た
支
援
の
充
実
を
図
る
。

11月定例会　代表質問5

　
　
知
事
平
成
28
年
度
に
策
定
し
た

地
域
医
療
構
想
に
沿
っ
て
、医
療
機
能

の
分
化
・
連
携
に
取
り
組
ん
で
い
る
。新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
新

興
感
染
症
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め

の
地
域
医
療
提
供
体
制
の
構
築
は
重

要
で
あ
り
、国
に
対
し
、地
域
医
療
構
想

の
実
現
に
向
け
た
医
療
機
関
の
再
編
・

統
合
を
拙
速
に
進
め
る
こ
と
な
く
、県

と
十
分
に
協
議
の
う
え
、各
医
療
機
関

が
地
域
で
担
う
役
割
や
機
能
分
化
・
連

携
の
状
況
等
を
踏
ま
え
た
施
策
を
実

施
す
る
よ
う
強
く
要
望
し
て
い
る
。

　
現
在
、国
で
は
、令
和
６
年
度
か
ら
を

計
画
期
間
と
す
る
第
８
次
医
療
計
画
で
、

従
来
の﹁
５
疾
病
５
事
業︵ 

　    

　 

︶﹂

に
、新
た
な
事
業
と
し
て﹁
新
興
感
染

症
へ
の
対
応
﹂を
位
置
づ
け
、検
討
を

答

　
　
教
育
長
県
内
の
公
立
学
校
で

は
、男
女
別
の
整
列
や
上
靴
の
色
の
固

定
化
な
ど
の
習
慣
や
慣
行
を
見
直
す

こ
と
や
、中
学
校
の
保
健
体
育
の
授
業

で
は
、
性
差
に
つ
い
て
理
解
す
る
ほ

か
、異
性
を
尊
重
し
合
う
こ
と
の
大
切

さ
を
学
ぶ
こ
と
等
を
通
じ
て
、一
人
ひ

と
り
の
個
性
や
能
力
が
尊
重
さ
れ
る

教
育
を
推
進
し
て
い
る
。　

　
女
性
の
理
系
教
員
の
配
置
に
つ
い

て
は
、
そ
の
比
率
は
上
昇
傾
向
に
あ

り
、採
用
広
報
活
動
に
工
夫
を
凝
ら
す

こ
と
等
に
よ
り
、引
き
続
き
教
員
を
志

望
す
る
女
性
の
増
加
に
努
め
る
。

　
女
性
が
管
理
職
を
務
め
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、勤
務
時

間
の
管
理
や
業
務
改
善
な
ど
の
働

き
方
改
革
を
一
層
推
し
進
め
る
こ

と
に
よ
り
、男
女
を
問
わ
ず
す
べ
て

の
教
職
員
が
働
き
や
す
い
職
場
環

境
を
整
備
し
、仕
事
と
家
庭
の
両
立

支
援
を
進
め
る
。

答 　
　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
差
別
解
消
の
た

め
の
対
策
は
。

問

　
　
文
化
財
を
取
り
入
れ
た
地
域

づ
く
り
は
。

問　
　
知
事
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で

は
、
文
化
資
源
の
掘
り
起
こ
し
と

そ
の
活
用
に
取
り
組
み
、
本
年
は

地
元
と
連
携
し
た
新
し
い
試
み
も

行
っ
た
。

　
四
国
遍
路
の
世
界
遺
産
登
録
に

向
け
、札
所
寺
院
の
文
化
財
調
査
の

成
果
報
告
会
や
地
元
小
学
生
を
対
象

に
見
学
授
業
を
実
施
す
る
ほ
か
、昨

年
度
か
ら
、四
国
遍
路
を
生
か
し
た
、

ま
ち
づ
く
り
や
地
域
活
性
化
を
考
え

る
講
座
を
開
催
し
、地
域
住
民
が
主

体
と
な
り
身
近
な
資
産
の
保
存
・
活

用
を
行
う
機
運
を
高
め
て
い
る
。

　
地
域
活
力
の
向
上
を
図
る
た
め

の
モ
デ
ル
的
な
事
業
等
を
行
う
市

町
や
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
資

す
る
事
業
を
行
う
団
体
へ
の
補
助

答

　
　
知
事
本
格
的
な
消
費
活
動
の

回
復
に
は
、ま
だ
一
定
の
時
間
を
要

す
る
と
考
え
ら
れ
、
中
小
・
小
規
模

事
業
者
の
経
営
環
境
は
、引
き
続
き

厳
し
い
状
況
に
あ
る
。県
で
は
こ
れ

ま
で
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
資
金
融
資
、持
続
化
応
援
給

付
金
な
ど
で
事
業
継
続
を
支
援
し
、

現
在
も
香
川
県
営
業
継
続
応
援
金

︵
第
３
次
︶
等
の
申
請
受
付
を
行
っ

て
い
る
ほ
か
、早
期
の
営
業
活
動
や

次
の
事
業
展
開
に
つ
な
げ
て
い
た

だ
く
た
め
、
新
た
に
﹁
香
川
県
営
業

活
動
回
復
加
速
化
支
援
金
﹂等
を
今

議
会
に
提
案
し
て
い
る
。

　
４
月
か
ら
高
松
商
工
会
議
所
に

設
置
さ
れ
た
、親
族
内
承
継
や
第
三

者
承
継
な
ど
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

支
援
す
る
﹁
香
川
県
事
業
承
継
・
引

継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
﹂や
、商
工
会
・

商
工
会
議
所
、金
融
機
関
等
の
支
援

機
関
と
連
携
し
、後
継
者
確
保
な
ど

の
課
題
解
決
の
支
援
を
行
う
。

答 問　
　
コ
ロ
ナ
禍
で
疲
弊
し
た
中
小

零
細
事
業
者
へ
の
支
援
は
。

問　　
防
災
に
お
け
る
共
助
の
促
進
は
。 かがわ立憲みらい
森　裕行 議員

　
　
知
事
共
助
の
要
と
な
る
自
主

防
災
組
織
の
活
動
を
促
進
す
る
た

め
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
を
行

う
ほ
か
、
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
開

催
し
、
地
域
の
防
災
人
材
の
育
成

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
地
域

の
災
害
リ
ス
ク
の
理
解
を
深
め
、平

常
時
や
災
害
時
に
住
民
が
取
る
べ
き

行
動
に
つ
い
て
地
域
で
考
え
検
討
す

る
契
機
と
な
る﹁
地
区
防
災
計
画
﹂の

答

問　　
今
後
の
地
域
医
療
提
供
体
制
は
。

地元小学生による見学授業（観音寺本堂）

出
す
指
導
方
法
の
確
立
、ふ
る
さ
と

の
将
来
を
自
分
事
と
し
て
と
ら
え

る
意
識
の
醸
成
等
を
軸
と
し
て
施

策
展
開
し
て
い
き
た
い
。

　
ふ
る
さ
と
の
歴
史
、
文
化
、
自
然

や
産
業
を
伝
え
る
と
と
も
に
、体
験

的
な
学
び
を
充
実
さ
せ
て
い
く
ほ

か
、子
ど
も
が
主
体
的
に
魅
力
を
発

掘
・
発
信
す
る
活
動
や
、地
域
の
方
々

と
協
働
し
て
課
題
解
決
を
試
み
る
実

践
活
動
等
を
推
進
し
、好
事
例
を
県

内
に
普
及
さ
せ
て
い
く
。

事
業
、県
文
化
芸
術
振
興
財
団
の
助

成
事
業
等
を
通
じ
て
、地
元
の
祭
り

の
復
活
や
伝
統
芸
能
を
披
露
す
る

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、地
域
の
伝
統
文

化
や
歴
史
の
保
存
会
の
活
動
な
ど

に
対
す
る
支
援
も
行
っ
て
い
る
。

進
め
て
お
り
、今
後
は
国
の
検
討
状

況
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、こ
れ
ま

で
の
本
県
に
お
け
る
経
験
や
知
見
等

を
踏
ま
え
、次
期
保
健
医
療
計
画
の

策
定
に
向
け
た
検
討
を
行
い
た
い
。

策
定
な
ど
、自
主
防
災
組
織
の
先
進

的
な
取
組
み
に
対
し
て
支
援
す
る
ほ

か
、﹁
災
害
に
強
い
香
川
づ
く
り
集
中

対
策
推
進
事
業
補
助
金
﹂に
よ
り
、高

齢
者
な
ど
の
避
難
行
動
要
支
援
者
の

円
滑
な
避
難
に
向
け
た
個
別
計
画
の

作
成
促
進
や
防
災
士
の
養
成
な
ど
、

各
市
町
が
行
う
共
助
の
取
組
み
も
、

引
き
続
き
支
援
し
て
い
く
。

　
平
常
時
か
ら
、共
助
の
中
心
的
役

割
を
担
う
団
体
等
と
緊
密
な
連
携

体
制
の
構
築
に
努
め
て
い
る
。

※
1 

５
疾
病
５
事
業
＝
五
つ
の
疾
病︵
が
ん
、脳
卒
中
、急
性
心
筋
梗
塞
、糖
尿
病
、精
神
疾
患
︶と
五
つ
の
事
業︵
救
急
医
療
、災
害
時
に
お
け
る
医
療
、へ
き
地
の
医
療
、周
産
期
医
療
、小
児
医
療︵
小
児
救
急
医
療
を
含
む
︶︶を
い
う
。

※
1 
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11月 定例会 一 般 （
要
旨
）質 問 12月9日

議員
国民民主党・無所属の会

山本 悟史

犯罪被害者等への支援の取組みは。
4月1日に条例を施行し、犯罪被害者

等支援を推進している。見舞金給付制度

については、11月末時点で１件の給付決

定を行った。親族間における見舞金の給

付は、原則対象外だが、個別事情を十分

勘案し、既に親族関係が破綻し、加害者

に当該給付金がわたる可能性がないと

認められる場合には、国の犯罪被害給付

制度と同様に、給付を行いたい。

自民党県政会

谷久 浩一
議員議員

かがわ立憲みらい

竹本 敏信
議員

既存航路の増便や臨時航路の開設、

フェリーの共通乗船券の導入に向け調

整を進めるとともに、船の乗換案内や作

品までのルート検索、周遊プランの紹介

等の機能を搭載した公式モバイルアプリ

の開発を進め、３月に無料で公開したい。

瀬戸内国際芸術祭における利便性
の向上は。
問問

答答

新規事業者には許可申請の際に、既

存事業者には許可更新時に、衛生管理

の手法の確認や助言指導を行うととも

に、ＨＡＣＣＰ導入に向けた実務講習会

を令和元年度から実施しているほか、今

年度新たに、小規模事業者を主な対象と

したＨＡＣＣＰ実践講習会を42回開催

し、約1,800名への講習を予定している。

HACCP（　　　   ）に沿った衛生
管理に関する取組みは。
問問

答答

設置場所等の情報提供は、高齢者や

障害者等が積極的に外出できるよう、

県内施設等のバリアフリー情報を掲載

した「おでかけマップかがわ」をホーム

ページ上に公開し、スマートフォン対応に

より、外出先でも情報検索等ができるよ

う利便性の向上を図っている。今後と

も、「おでかけマップかがわ」の掲載情報

を利用者の目線で更新するなど、丁寧で

分かりやすい情報の提供に努める。

バリアフリートイレに関する取組みは。問問
答答

小規模農業者の取組みが進んでい

ない中、10月、｢ＪＡ香川県豊南地区ＧＡ

Ｐ研究会｣が県内で初めてＪＧＡＰ団体

認証を取得した。この取組みは、小規模

農業者の認証取得のモデルケースであ

り、これを一つの契機として、ＧＡＰ指

導員による研修会等を通じ、認証取得

に向けた意識醸成等を進めたい。

ＧＡＰ（　　　　   ）認証取得の推進は。問問
答答

自民党県政会

白川 和幸
自民党議員会

辻村　修
議員

持続可能なデジタル田園都市の構築は。
デジタルの実装には、国のデジタル田

園都市国家構想推進交付金の積極的な

活用を検討するほか、現在準備を進めて

いる「かがわＤＸ Ｌａｂ（仮称）」で、市

町や民間事業者と連携し、地域の課題

解決のための実証などを行い、そこで生

まれたサービスの社会実装を図りたい。

瀬戸内へのサミットの誘致は。
2023年に日本で開催予定のサミット

関係の会合誘致は、本県の魅力を発信で

きる絶好の機会であり、関係閣僚会合の

本県への誘致計画案を作成中である。

　誘致にあたり、施設の優位性に加え、

瀬戸内海、アート、食など、本県の魅力を

訴えたい。瀬戸内エリアとしての誘致につ

いては、今後、誘致を表明した瀬戸内の

他県と連携した取組みを検討したい。

問問

動物愛護政策の取組みは。
さぬき動物愛護センターしっぽの森

を動物愛護管理の拠点として、譲渡ボ

ランティアや預かりボランティアの制度

を設け、センターや保健所との連携を

深めているほか、動物愛護活動に参加

し、里親探し等自分たちのできる範囲

で活動している方々にも行政との連携

や協働に関心を持ってもらえるよう、県

の取組みや制度の周知に努めていく。

問問
答答

公立夜間中学の設置の考えは。
夜間中学の設置・運営は、地域との

関わりや昼間の中学校との連携が図れ、

地域や通学者の実態に応じたきめ細か

な対応ができる市町で行われることが

教育上最適と考えている。市町に対して

三豊市や他県の事例など必要な情報提

供を行うほか、国に教職員定数の拡充

や財政支援等の要望を行っていく。

問問
答答

前向きに頑張る事業者への応援は。
かがわ産業支援財団に設置した新

型コロナウイルス関連経営相談窓口は、

11月末までの相談件数は1,854件で、補

助制度に関する相談が多くなっており、

個々の状況を十分踏まえた対応を心が

けている。窓口の設置期間を今年度末

まで延長するために必要な経費を、今

定例会の補正予算案に計上している。

問問
答答

答答

地球温暖化対策は。
徹底した省エネルギーを進めるため

には、住宅そのものの省エネルギー化

などを促進していく必要があり、現在、

国が進める省エネ基準への適合義務づ

け等の制度の見直しや、各種支援制度

の整備について、引き続き、国の動向を

注視し、情報収集に努めるとともに、県

でも、必要な対策を検討していきたい。

答答
問問

ドクターヘリの導入は。
来年度の運航開始に向け、検討・準

備を進めている。島嶼部や山間部等で

の活用は、地元市町や消防機関の協力

も得ながら、離着陸が可能な場所の選

定を進めており、患者発生時に迅速な対

応ができるよう調整に取り組んでいく。

答答
問問

若年がん患者への支援は。
若年がん患者に対するアピアランス

ケア支援では、がん患者ニーズ調査で、

外見を気にしながら自分らしく生活して

いくことへの意識の高まりが見られた。

特に、若い世代では、治療しながら仕事

などの社会活動を続ける方も多いと思

われ、ウィッグや胸部補整具の購入助成

は、がん患者やその家族が抱える不安

の軽減につながる。先進的な自治体の

取組みも踏まえ、検討を進めたい。

答答
問問

高齢者へのデジタル化の対応は。
高齢者などへのサポートは、今年度、

国のデジタル活用支援推進事業が12市

町で実施され、５市町では独自のスマホ

教室を実施しているほか、県でも、ｅ－
とぴあ・かがわで、新たにスマートフォン

講座を実施している。かがわスマート自

治体推進協議会では、デジタルデバイド

対策も取り上げ、先駆的な市町の手法や

携帯電話事業者等が協力可能な内容等

の情報共有などにも取り組んでいる。

答答
問問太陽光パネルのリサイクルは。

使用済太陽光パネルのリサイクルは、

今後、太陽光発電のより一層の導入促進

を図る上で不可欠である。関連技術の開

発や産業の育成は重要であることから、

先般策定した計画では、再生可能エネル

ギー等の導入促進にあたり、大学や試

験研究機関、県内企業と連携を図りな

がら、県内企業の参入を促進するなど、

関連産業の育成を図ることとした。

答答
問問

ジェンダーレス制服の導入は。
現在、女子の制服にスカートとスラッ

クスとの選択制を導入している県立学校

は10校あるが、他にも制服の見直しを検

討している学校もある。学校での制服の

選定や見直しは、それぞれの学校で適切

に判断すべき事柄であるが、児童生徒

や保護者等からの意見を十分に聴取し

た上で決めることが望ましい。

答答
問問

水上オートバイ等の安全利用は。
本県でも過去に重大な人身事故が

発生しており、水上オートバイ等の安

全利用について、周知啓発等を行って

いくことは重要である。今後、県広報誌

の活用や、県が管理する海岸への注意

看板の設置など、効果的な周知啓発の

方法等について、他県の事例等も含め

調査研究していきたいと考えている。

答答
問問

特殊詐欺被害の防止対策は。
10月末の被害総額は約8,235万円

と前年同期比で約2,572万円増加し、

深刻な状況にある。ＡＴＭでの振込み

被害や電子マネーによる被害を防ぐた

め、ＡＴＭコーナーでの携帯電話利用

自粛のポスター掲示や行員による声掛

け、コンビニエンスストアでの専用封筒

を活用した店員による注意喚起等、連

携して水際対策に取り組んでいる。

答答
問問

介護施設でのICT活用は。
地域医療介護総合確保基金を活用

し、導入経費の一部を助成しているが、今

年度は予算額を大幅に上回る要望があっ

たため、多くの事業所に支援できるよう

補助の上限額を設定した。制度の拡充は

介護人材を安定的に確保するうえで重要

であると考えており、関係団体の意見や

他県の状況なども踏まえて検討したい。

答答
問問

特別支援教育でのICT活用は。
小豆地域に令和５年４月に開校予定

の特別支援学校で、ICTを活用して島

内外の学校の友だちとの交流を深めた

り、水族館や工場のオンライン見学な

どの学習の機会を積極的に取り入れる

ことで、子どもたちの視野を広げ、豊か

な人間性や社会性を育んでいきたい。

答答
問問

公明党議員会

都築 信行

答答
問問

答答
問問

ため池の適正な保全管理は。
香川ため池保全管理サポートセン

ターでは、ため池の劣化状況評価を行

い、管理者等に対し指導・助言等を行っ

ている。防災重点農業用ため池のうち、

未改修の約1,500箇所の調査を来年度

前半までに完了させる予定で、調査結果

を基に劣化状況を３つに分類し、防災工

事の必要なため池のうち、優先度が高

いものから計画的に工事を実施する。

答答
問問

チャレンジスクール（　　　　   ）の設置は。
定時制・通信制課程で、スクールカウ

ンセラー等と連携した支援や、卒業後

に自立した社会生活を送れるようキャリ

ア教育の一層の充実を図る。定時制、通

信制課程単独の高校の研究を行うこと

となっており、その中で、希望者すべて

を受け入れるチャレンジスクールについ

ても、東京都などの先進校の調査を行

うなど、引き続き研究していきたい。

答答
問問

来年度から施行されるプラスチック

資源循環促進法では市町の役割が重要

となることから、地域ブロックごとに協

議の場を設け、地域の実情に応じた分

別収集やリサイクルの手法を検討する。

食品トレーなどの店頭回収を行ってい

る事業者と連携した、リサイクルしやす

いごみの排出方法についての住民への

意識啓発の取組みなども支援したい。

持続可能な循環型社会の形成へ
の取組みは。
問問

答答

施設ごとに長寿命化計画に基づく定

期点検の結果や修繕履歴のデータベー

スを作成し、施設の健全度の判定や修繕

計画の策定に活用している。国の取組み

等も参考にし、研究機関や民間企業等に

よるＡＩ技術などを活用した技術開発の

促進につながるよう、データベースの公

開などの環境整備を検討したい。

公共土木施設の維持管理へのデー
タベースの活用は。
問問

答答

※
2 

チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル
＝
小
・
中
学
校
で
の
不
登
校
や
高
校
で
の
中
途
退
学
な
ど
を
経
験
し
た
生
徒
が
、自
分
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
学
習
ペ
ー
ス
等
に
合
わ
せ
て
、
午
前
・
午
後
・
夜
間
の
時
間
帯
を
選
ん
で
入
学
で
き
る
昼
夜
間
の
定
時
制
高
校
の
こ
と
。
東
京
都
で
使
わ
れ
て
い
る
名
称
。

※
3 

H
A
C
C
P
＝
食
品
等
事
業
者
自
ら
が
、原
材
料
の
受
入
か
ら
最
終
製
品
ま
で
の
工
程
ご
と
に
、食
中
毒
菌
な
ど
の
危
害
要
因
を
分
析
し
た
上
で
、危
害
の
発
生
防
止
に
つ
な
が
る
特
に
重
要
な
工
程
を
継
続
的
に
監
視
・
記
録
す
る
衛
生
管
理
手
法
。

※2 6ページ
右欄外参照

※4 8ページ
右欄外参照

※3 7ページ
左欄外参照
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11月 定例会 一  般議員提出議案
●条例議案
❶香川県議会議員の議員報酬、費   

　用弁償及び期末手当支給条例の

　一部を改正する条例議案（可決）

●決議
❶北朝鮮による日本人拉致問題に

　関する啓発を推進する決議（可決）

●意見書
❶国会議員に支給される文書通信

　交通滞在費の見直しを求める意

　見書（否決）

❷成年年齢引き下げ及びデジタル

　化による消費者被害対策を求め

　る意見書（可決）

❸自殺防止対策の強化を求める意

　見書（可決）

❹新型コロナウイルスワクチン接種

　の円滑な実施等を求める意見書

　（可決）

❺出産育児一時金の増額を求める

　意見書（可決）

❻ICT支援員の配置を求める意

　見書（可決）

請願・陳情
◆審査件数
○不採択　　　　 　 　　　 2件
・政務活動費の透明化を求めること

 について

・「香川県ネット・ゲーム依存症対策

 条例」附則２に基づき、「施行後２

 年」の「検討」を始めることを求め

 ることについて

○継続審査　　　 　　       3件
・厳しい財政の下、政務活動費の使

 途適正化に向けて領収書等のホー 

 ムページ公開等を早急に実現する

 ことを求めることについて

・日米地位協定の改定を求める意見

 書の提出について

・通級指導教室の充実について

5件

自民党県政会

氏家 孝志
議員

新型コロナウイルス感染症に関す
る今後の対応は。

ワクチン・検査パッケージ制度（　　　　   ）

の運用にあたり、ＰＣＲ等の検査無料化

の支援は、健康上の理由などでワクチン

接種を受けられない方が、必要な検査

を無料で受けられるよう、医療機関や

薬局等と調整を進めている。かがわ安

心飲食認証店において、会食時の人数

制限の緩和を受けることなどが可能と

なる登録制度も、準備を進めていく。

問問

問問

答答

魅力ある観光資源を活用した観光
振興の取組みは。

滞在の促進・消費拡大の観点から、

２泊３日以上のプランを作成し、旅行事

業者に商品化を働きかけているほか、

体験・滞在型商品の企画を進めてお

り、琴平町の讃岐のり染め体験などの

商品をオンライン上で販売開始した。

問問

答答

琴電本町踏切の渋滞対策は。
琴電連続立体交差事業は、平成22

年に事業を中止したが、都市計画は存

続している。琴電連立検討委員会で国

や高松市、鉄道事業者と連携し、計画の

存廃や本町踏切の対応案などを検討し

ており、その参考とするため、高松市民

にアンケート調査を実施した。都市計画

の廃止を含め、そのあり方について来年

度末を目途に一定の結論を得たい。

答答

自民党議員会

松本 公継
議員

外国人材の受入れは。
感染症の影響で、これまで外国人材

を多く受け入れてきた製造業、建設業

等のほか、農業法人等でも人手不足感

が強まっている。企業に対し、外国人材

の入国時の待機に係る宿泊費用等の経

費に加え、日本語研修経費の助成など

に取り組んできた。新規入国再開の際

には、受入れと活用の支援に努めたい。

問問
答答

学校と地域の連携は。
学校と地域の関わりは、以前のように一

部の個人や団体で学校を支えるのではな

く、多くの地域住民が学校と連携・協働す

ることが必要である。地域全体で子どもた

ちの学びや成長を支え続けることができる

よう、市町教育委員会と連携しながら、コ

ミュニティ・スクール（　　　　   ）と地域

学校協働本部の導入を積極的に促進する。

問問
答答

３回目の追加接種は、国の動向を注

視し、必要な対応が行えるよう市町と連

携を深めていく。未接種者への接種勧奨

や、今後実施が見込まれる12歳未満の方

への接種も取組みを進めたいと考えてい

る。ワクチン接種は強制でなく、未接種

者が、ハラスメントを受けることがないよ

う、今後とも適切な広報・啓発に努める。

新型コロナウイルスワクチン接種
の今後の対応は。
問問

答答

市町防災・減災対策連絡協議会の開

催など、平時から各市町と連携し、適切

な避難情報の発令に向けた取組みを進

めている。１月に、南海トラフ地震を想定

した災害対策本部運営訓練を各市町と

共同で実施するほか、かがわ自主ぼう連

絡協議会とも連携し、県内各地の自主防

災組織の訓練指導に引き続き努める。

避難情報の発令体制と継続的な防
災訓練の実施は。
問問

答答

行政分野のデジタル化を見通した
理系人材の活用は。

理系の知識等を持つ技術系職種の人

員配置は、専門分野以外でも知識や技

術などを生かす観点から、採用時の職種

にとらわれない配置を実施している。幹

部職員としての能力等の育成、職種を超

えた適材適所の配置を進め、デジタル社

会に対応した県庁づくりに取り組む。

問問

答答

※5 9ページ
左欄外参照

※6 10ページ
右欄外参照
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
＝
学
校
と
保
護
者
や
地
域
の
人
々
が
と
も
に
知
恵
を
出
し
合
い
、学
校
運
営
に
意
見
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
で
、一
緒
に
協
働
し
な
が
ら
子
供
た
ち
の
豊
か
な
成
長
を
支
え﹁
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
﹂を
進
め
る
仕
組
み
。

811月定例会　一般質問

（
要
旨
）質 問 12月10日

瀬戸内国際芸術祭における新型コ
ロナウイルス感染症対策は。

医師や看護師が常駐していない島で

は、救護スペースを確保し、医療従事者

に相談できる体制等を整えたい。有症状

者の島外搬送は、必要に応じてチャー

ター船の活用も含めて、密が避けられな

い状況で帰ることがないよう、地元市町

とも協議しながら、検討を進めている。

問問

答答

個人情報保護を前提としたデジタ
ル化の推進は。

県保有の個人情報の取扱いは、条

例で、利用目的以外での利用・提供をし

てはならないほか、人の生命・財産等

の保護に緊急の必要があるときにも、

本人等の権利利益を不当に侵害しない

ことが前提となる。オープンデータ等

の利活用を図る際には、統計処理や匿

名加工を行うことで個人が特定されな

いようにしている。

問問

答答

特別支援学校の設置基準に基づく
教育環境の改善は。

既存校舎の増改築による教室不足

等の解消に取り組むにあたり、新たな設

置基準に照らして検討を行うほか、今年

度設置した検討委員会で、児童生徒数

の増加に伴う施設の狭隘化等について

の様々な提言も踏まえながら、教育環

境の整備について検討を進めていく。

問問

答答

県民の暮らし優先の財政運営は。
高松環状道路は、現在、国が調査を実

施中であり、今後、地域住民の意見を聴

きながら検討を行うと聞いており、県民

の合意形成が図られるよう、国とともに、

丁寧に事業の説明を行っていく。琴電連

続立体交差事業は、平成22年に中止して

おり、昨年度から検討委員会で、都市計

画の存廃を視野に検討を行っている。

問問
答答

議員

公的職業訓練による社会人の学び直

しへの支援は、県立高等技術学校や、

国の四国職業能力開発大学校などで実

施している。「第11次香川県職業能力開

発計画」では、働く意欲のあるすべての

人がそれぞれのニーズに応じた学びの

機会を得られるよう、職業訓練の充実・

強化を図ることとしており、国や関係機

関等と連携し、社会人の学び直しの環

境づくりに取り組んでいきたい。

ニーズに合った社会人の学び直しは。問問
答答

公用車への電気自動車の導入は、現

在、県では５台保有しているが、「地域脱

炭素ロードマップ」では、地方公共団体に

おける公用車の電動化が求められてお

り、策定中の「次期かがわエコオフィス計

画」で、新規導入時や更新時に、電気自

動車やプラグインハイブリッド自動車な

どの導入を検討することとしている。

脱炭素への取組みは。問問
答答

社会の急激な変化の中、人と人との

関係が希薄になり、社会から取り残され

孤立感を強めるなど、生きづらさを感じ

ることがあったのではないかと考えられ

る。追い詰められた子どもが自分や他者

を傷つけることがないよう、これまで以

上に学校、家庭、地域、関係機関が連携し

て、子どもたちを見守る必要がある。

昨今の悲惨な事件と教育との関係は。問問
答答

昨年度、創業に必要な経費を助成す

る起業等スタートアップ支援事業で10名

と、情報通信産業型での３名が助成を受

け、全員創業した。セトウチ・アイ・ベース

では、起業経験のあるコーディネーター

を配置し、各種相談やビジネスマッチン

グ支援等に取組み、10月末までに９名が

起業やフリーランスでの活動をしている。

起業への取組みは。問問
答答

自民党県政会

高木 英一
議員

かがわ立憲みらい

高田 良徳

改正種苗法への対応は。　
改正により登録品種の自家増殖は、

来年４月から育成者の許諾が必要とな

る。本県で栽培される主要農産物のほと

んどは一般品種や県オリジナル品種を含

む公的機関で開発された登録品種で占

められ、また、作付けの度に種苗を購入す

る品種が多く、大きな影響はない。法改

正の趣旨や内容を丁寧に説明していく。

問問
答答

ゲノム編集技術応用食品の表示義務は。
国は、科学的な検証等が困難なこと

から、現時点の表示の義務づけは妥当

ではないとする一方、消費者の選択に資

する観点から、ゲノム編集技術応用食品

として厚生労働省に届け出た食品である

ことが明らかな場合は、情報提供するよ

う努めるべきとしている。引き続き情報

収集に努め、必要な対応を国に求める。

問問
答答

ＴＰＰ等の貿易協定への対応は。
10月に策定した「農業・農村基本計

画」では、多様な担い手づくり、農業経

営体の育成、生産性を高める基盤整備

のほか、ブランド農産物の生産拡大や輸

出促進も含めた販路拡大の推進などに

取り組むこととしている。国の施策も活

用し、本県独自の対策とあわせて、ＴＰ

Ｐ等関連施策の充実・強化により、農業

所得の向上や競争力の強化を図る。

問問
答答

米価下落と今後の水稲の作付目標は。
国の経営所得安定対策等の支援策

を活用して、二毛作を推進し、農家の経

営安定を図るとともに、主食用米を需要

に応じて、飼料用米や輸出用米などの非

主食用米に転換していく。全国的な米の

需給調整は、国が責任を持って円滑に機

能させるよう、要望を行ってきたが、引き

続き、県や生産現場の実態を踏まえた対

応が図られるよう働きかけを行う。

問問
答答

共産党議員団

樫　昭二
議員

※
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頭
文
字
を
取
っ
た
も
の
で
、
農
業
に
お
い
て
、食
品
安
全
、環
境
保
全
、
労
働
安
全
等
の
持
続
可
能
性
を
確
保
す
る
た
め
の
生
産
工
程
管
理
の
取
組
の
こ
と
。G
A
P
認
証
は
、
こ
の
取
組
を
第
三
者
が
審
査
し
証
明
す
る
民
間
の
認
証
制
度
で
、﹁
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
﹂
も
そ
の
ひ
と
つ
。



常任委員会だより

　
そ
の
ほ
か
、
県
立
病
院
に

お
け
る
大
規
模
災
害
等
へ
の

対
応
、
循
環
器
病
対
策
、
自
殺

対
策
、
待
機
児
童
対
策
、
子
ど

も
の
栄
養
、
ジ
ュ
ニ
ア
期
か

ら
の
競
技
力
向
上
対
策
、
学

校
に
お
け
る
防
災
・
減
災
対

策
、
全
国
高
等
学
校
総
合
文

化
祭
香
川
大
会
の
開
催
、
小

中
学
校
に
お
け
る
い
じ
め
問

題
の
解
消
に
向
け
た
取
組

み
、
高
校
の
魅
力
化
、
S
N
S

相
談
事
業
、
食
育
な
ど
に
つ

い
て
た
だ
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
新
う
ど
ん
県

泊
っ
て
か
が
わ
割
、
買
い
物
弱

者
支
援
、就
職
・
移
住
支
援
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
就
職
支
援
、
県

内
企
業
の
奨
学
金
代
理
返
還

支
援
、栗
林
公
園
の
活
性
化
、県

産
品
応
援
割
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、

サ
ン
ポ
ー
ト
高
松
Ｂ
２
街
区

活
用
事
業
者
募
集
、
新
規
就
農

者
の
確
保
、耕
地
面
積
の
減
少
、

荒
廃
農
地
の
増
加
の
抑
制
対

策
、
県
産
主
食
用
米
の
需
要
拡

大
、
本
県
水
産
業
の
状
況
な
ど

に
つ
い
て
た
だ
し
ま
し
た
。
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問県
内
事
業
者
へ
の
支
援

今
後
の
支
援
は
。

問答
ワ
ク
チ
ン
の
配
分
は
、
国
に

お
い
て
交
互
接
種
が
認
め
ら
れ
、こ

れ
ま
で
市
町
が
使
用
し
て
こ
な

か
っ
た
モ
デ
ル
ナ
社
製
の
ワ
ク
チ

ン
が
３
月
ま
で
の
配
分
量
の
う
ち

約
４
割
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
た

め
、
市
町
に
対
し
、
複
数
人
で
の
確

認
の
徹
底
な
ど
、間
違
い
防
止
の
た

め
、国
の
通
知
等
を
踏
ま
え
た
管
理

運
用
等
に
万
全
を
期
す
よ
う
依
頼

し
た
。モ
デ
ル
ナ
社
製
ワ
ク
チ
ン
の

交
互
接
種
に
向
け
た
取
組
み
は
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

３
回
目
接
種

科
学
的
知
見
に
基
づ
く
正
し
い
情

報
を
わ
か
り
や
す
く
発
信
す
る
よ

う
、国
に
働
き
か
け
て
い
く
。

地
域
経
済
が
回
復
に
向
け

て
動
き
出
す
中
、
早
期
の
営
業
活

動
の
回
復
や
、
次
の
事
業
展
開
に

つ
な
げ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

に
、新
た
に﹁
香
川
県
営
業
活
動
回

復
加
速
化
支
援
事
業
﹂
を
今
定
例

会
に
提
案
し
た
。第
２
次
、第
３
次

の
営
業
継
続
応
援
金
で
は
支
給
対

象
外
で
あ
っ
た
営
業
時
間
短
縮
の

協
力
要
請
の
対
象
と
な
っ
た
飲
食

店
等
を
有
す
る
事
業
者
も
対
象
と

す
る
ほ
か
、
売
上
減
少
率
の
基
準

も
20
％
以
上
減
に
引
き
下
げ
る
な

ど
、
よ
り
多
く
の
事
業
者
に
幅
広

く
支
援
し
て
い
き
た
い
。

答

問
農
業
で
は
施
設
園
芸
の
温
室

等
加
温
設
備
に
、漁
業
で
は
ノ
リ
等

の
乾
燥
機
や
漁
船
の
燃
料
な
ど
に

Ａ
重
油
等
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　
Ａ
重
油
単
価
は
、
５
月
に
比
べ

約
1.
2
倍
と
、年
明
け
以
降
も
高

止
ま
り
が
続
く
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
中
、
平
均
的
な
経
営
体
で
５
月

の
価
格
と
現
在
の
価
格
を
比
較
し

て
試
算
す
る
と
、
一
冬
で
ミ
ニ
ト

マ
ト
は
約
33
万
円
、
ノ
リ
養
殖
業

は
大
規
模
な
経
営
体
で
約
89
万
円

影
響
と
そ
の
対
応
は
。

燃
油
高
騰
に
伴
う

農
業・漁
業
へ
の
影
響

の
負
担
増
が
予
想
さ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
燃
油
高
騰
に
備
え
、国

は
燃
料
価
格
が
一
定
の
基
準
を
超

え
た
場
合
に
補
填
す
る
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
制
度
を
農
業
、漁
業
と

も
設
け
て
お
り
、
農
業
で
は 

通
常

年
１
回
の
と
こ
ろ
今
年
は
３
次
募

集
ま
で
実
施
し
、
そ
の
締
切
も
延

長
す
る
な
ど
対
応
が
強
化
さ
れ
て

お
り
、こ
れ
を
受
け
て
県
で
は
、Ｊ

Ａ
香
川
県
と
の
共
催
で
、
県
内
７

か
所
で
説
明
会
を
開
催
し
て
制
度

へ
の
加
入
の
促
進
を
図
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
燃
油
高
騰

対
策
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
む
。

答 問
平
成
24
年
度
か
ら
、
退
職
教

員
を
学
び
の
支
援
隊
と
し
て
年
間

１
０
０
校
を
超
え
る
学
校
に
派
遣

し
、
若
年
教
員
へ
の
指
導
助
言
や

校
内
研
修
の
講
師
を
務
め
る
取
組

み
を
進
め
て
い
る
。
今
年
度
新
た

に
、
授
業
力
の
優
れ
た
教
員
の
授

業
の
動
画
を
作
成
し
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
ほ
か
、
研
修

会
等
で
も
取
り
上
げ
、
若
年
教
員

の
指
導
力
向
上
を
図
っ
て
い
き
た

い
。読
解
力
は
、国
語
の
読
解
や
算

数
の
文
章
題
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

今
後
の
取
組
み
は
。

学
力
の
育
成
に
向
け
た
取
組
み

12
月
か
ら
県
内
す
べ
て
の
小
中
学

校
に
対
し
、
授
業
づ
く
り
の
ポ
イ

ン
ト
を
示
し
た﹁
百
人
の
一
歩
﹂と

い
う
通
信
を
発
行
し
、
読
む
こ
と

を
大
切
に
し
た
授
業
づ
く
り
の
推

進
を
図
っ
て
い
る
。
読
書
活
動
を

通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
本
に
出

会
う
機
会
を
創
出
し
、
読
書
へ
の

意
欲
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
、
様
々

な
方
と
議
論
を
重
ね
、
今
年
度
末

を
目
途
に
読
ん
で
欲
し
い
１
０
０

冊
を
選
定
す
る
ほ
か
、
読
書
の
楽

し
さ
を
伝
え
る
ポ
ス
タ
ー
を
小
・

中
学
校
に
配
布
し
て
読
書
の
啓
発

を
促
進
し
て
い
き
た
い
。

答

■
文
教
厚
生
委
員
会

香川県営業活動回復加速化支援事業の概要 文教厚生委員会審査の模様

■
経
済
委
員
会

常
任
委
員
会
だ
よ
り

10常任委員会だより

　
そ
の
ほ
か
、
会
計
年
度
任

用
職
員
の
処
遇
改
善
、
か
が

わ
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
戦
略

︵
案
︶
の
情
報
シ
ス
テ
ム
改
革

の
推
進
、
テ
レ
ワ
ー
ク
に
よ

る
移
住
促
進
、
瀬
戸
内
国
際

芸
術
祭
、
広
報
の
充
実
、
私
学

振
興
、
県
職
員
の
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
対
策
、
自
転
車
条
例

の
改
正
、
善
通
寺
運
転
免
許

更
新
セ
ン
タ
ー
の
土
日
開

庁
、
昨
今
の
災
害
を
踏
ま
え

た
防
災
・
減
災
対
策
な
ど
に

つ
い
て
た
だ
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
香
川
型
林
業
、
生

物
多
様
性
の
保
全
、
海
ご
み
対

策
、
盛
土
の
総
点
検
、
香
川
県
地

球
温
暖
化
対
策
推
進
計
画
、外
来

植
物
、
ナ
ラ
枯
れ
対
策
、
イ
ノ
シ

シ
被
害
対
策
、二
酸
化
炭
素
以
外

の
温
室
効
果
ガ
ス
、道
路
の
陥
没

対
策
、
宅
地
造
成
、
さ
ぬ
き
空
港

公
園
の
利
活
用
、
県
内
の
イ
ン

フ
ラ
の
情
報
発
信
、
直
轄
国
道

等
整
備
に
伴
う
県
道
の
改
良
、

高
瀬
川
の
河
川
整
備
、地
震
・
津

波
対
策
、
長
柄
ダ
ム
の
整
備
な

ど
に
つ
い
て
た
だ
し
ま
し
た
。

空
き
家
対
策

地
球
温
暖
化
対
策

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
と

気
候
変
動
適
応
の
取
組
み
は
。

目
標
達
成
に
は
、
毎
年
１.
９

倍
ず
つ
の
新
た
な
取
組
み
を
積
み

上
げ
る
必
要
が
あ
り
、
省
エ
ネ
型

設
備
・
機
器
の
普
及
促
進
や
、
事
業

用
太
陽
光
発
電
の
導
入
促
進
な
ど

に
、
県
民
・
事
業
者
・
行
政
が
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
む
。

　
地
域
気
候
変
動
適
応
セ
ン
タ
ー

の
情
報
収
集
・
分
析
等
の
機
能
の

充
実
を
図
る
ほ
か
、
試
験
研
究
機

関
と
連
携
し
て
各
分
野
に
お
け
る

対
策
を
計
画
的
に
推
進
す
る
と
と

も
に
、
関
連
産
業
の
振
興
に
向
け

た
支
援
に
も
努
め
る
。

問答

情
報
提
供
の
取
組
み
と
河
川

の
防
災
減
災
対
策
の
取
組
み
は
。

■
環
境
建
設
委
員
会

■
総
務
委
員
会

太陽光発電設備の導入促進

洪
水
浸
水
想
定
区
域
図
は
、

公
表
済
の
水
位
周
知
河
川
等
14
河

川
に
加
え
、
昨
年
度
か
ら
ダ
ム
の

下
流
河
川
で
も
作
成
を
進
め
て
い

る
ほ
か
、
水
防
法
改
正
で
、
作
成
対

象
に
約
２
８
０
の
小
規
模
河
川
が

追
加
さ
れ
た
た
め
、
優
先
順
位
を

つ
け
て
作
成
を
進
め
、
水
害
リ
ス

ク
情
報
空
白
地
帯
を
順
次
解
消
す

る
。
か
が
わ
防
災
ｗ
ｅ
ｂ
ポ
ー
タ

ル
な
ど
で
大
雨
の
際
の
河
川
水
位

情
報
を
提
供
し
て
お
り
、ｗ
ｅ
ｂ
で

洪
水
対
策

の
情
報
提
供
の
た
め
、
水
位
計
を

従
来
型
94
か
所
、
小
型
で
低
コ
ス

ト
の
危
機
管
理
型
１
０
７
か
所
設

置
し
て
お
り
、
今
後
、
県
民
が
利
用

し
や
す
く
災
害
時
の
適
切
な
避
難

に
つ
な
が
る
よ
う
シ
ス
テ
ム
を
改

善
し
た
い
。

　
河
川
の
防
災
減
災
対
策
は
、
緊

急
対
策
な
ど
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

に
22
河
川
で
洪
水
被
害
を
軽
減
す

る
た
め
の
樹
木
の
伐
採
や
河
道
掘

削
を
行
っ
た
。
今
後
、
13
河
川
で
実

施
す
る
ほ
か
、
小
河
川
で
も
点
検

結
果
や
地
元
の
要
望
に
基
づ
き
実

施
す
る
予
定
で
あ
る
。

問答 空
き
家
対
策

今
後
の
維
持
管
理
・
情
報
発
信
は
。

庁
舎
と
し
て
継
続
使
用
の

方
針
だ
が
、
文
化
財
保
護
法
に
基

づ
い
て
管
理
す
る
必
要
が
あ
り
、

設
備
や
現
状
変
更
の
手
続
き
の
弾

力
化
を
図
る
た
め
保
存
活
用
計
画

を
作
成
す
る
な
ど
、
適
切
に
維
持

保
全
に
努
め
た
い
。
指
定
を
受
け
、

東
館
の
歴
史
な
ど
を
紹
介
し
て
い

る
香
川
県
庁
舎
建
築
ギ
ャ
ラ
リ
ー

の
展
示
内
容
の
充
実
を
図
る
ほ

か
、
東
館
の
主
な
見
所
を
ガ
イ
ド

す
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
付
き
の
パ
ン
フ

県
庁
舎
旧
本
館
及
び
東
館
の

重
要
文
化
財
指
定
の
答
申

レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
な
ど
、
誰
で

も
い
つ
で
も
気
軽
に
観
覧
で
き
る

よ
う
な
工
夫
を
検
討
し
た
い
。

問答

問
か
が
わ
Ｄ
Ｘ
ラ
ボ
は
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
中
心
的
な
役
割

を
担
う
市
町
と
、
地
域
経
済
の
活

性
化
や
産
業
振
興
な
ど
の
広
域
的

な
調
整
を
行
う
県
の
担
当
者
が
集

い
、
民
間
事
業
者
も
加
わ
り
、
行
政

や
地
域
社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ

い
て
、
幅
広
く
意
見
を
交
わ
し
、
地

域
課
題
の
解
決
に
つ
な
げ
る
も
の

で
あ
り
、
現
在
、
具
体
的
な
内
容
を

各
市
町
と
検
討
し
て
い
る
。

　
人
的
体
制
は
、県
の
最
高
デ
ジ
タ

か
が
わ
Ｄ
Ｘ
ラ
ボ
の
展
開
は
。

か
が
わ
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
戦
略

ル
責
任
者
補
佐
官
と
し
て
招
く
予

定
の
専
門
家
に
も
参
画
し
、県
・
市

町
と
民
間
事
業
者
を
つ
な
ぐ
役
割

を
担
っ
て
も
ら
う
ほ
か
、
連
絡
調

整
や
日
々
の
運
営
を
担
う
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
的
な
役
割
の
人
の
配
置
も

検
討
し
て
い
る
。民
間
事
業
者
は
、

事
業
規
模
に
関
わ
ら
ず
、
一
緒
に

知
恵
を
し
ぼ
っ
て
も
ら
え
る
事
業

者
に
参
画
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
か
が
わ
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
戦
略

の
基
本
理
念
を
実
現
す
る
た
め
、

地
域
の
課
題
を
見
い
だ
し
、
解
決

策
を
導
き
出
せ
る
よ
う
な
仕
組
み

を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

答

県庁舎旧本館及び東館（撮影 田村 収）

※
6 

ワ
ク
チ
ン
・
検
査
パ
ッ
ケ
ー
ジ
制
度
＝
感
染
対
策
と
日
常
生
活
の
回
復
の
両
立
に
向
け
て
、将
来
の
緊
急
事
態
宣
言
や
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
等
の
下
に
お
い
て
も
、
感
染
リ
ス
ク
を
低
減
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、飲
食
や
イ
ベ
ン
ト
、
人
の
移
動
等
の
各
分
野
に
お
け
る
行
動
制
限
の
緩
和
を
可
能
と
す
る
た
め
の
制
度
。　
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決
算
行
政
評
価

特
別
委
員
会

﹇
10
月
18
日・
22
日・
25
日・
26
日・
11
月
1
日・
12
日
﹈

　

令
和
２
年
度
の
一
般
会
計
の
決
算
は
、歳
入
が
5
，

2
1
0
億
円
余
、歳
出
が
5
，0
7
3
億
円
余
で
、歳
入
、

歳
出
と
も
３
年
連
続
し
て
前
年
度
決
算
額
を
上
回
り
ま
し

た
。翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ
き
財
源
を
除
い
た
実
質
収
支
は

95
億
円
余
の
黒
字
で
、単
年
度
収
支
は
45
億
円
余
の
黒
字

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、実
質
収
支
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急

包
括
支
援
交
付
金
の
国
へ
の
翌
年
度
返
還
分
を
除
く
と
、

61
億
円
余
の
黒
字
と
な
り
ま
す
。

　

特
別
会
計
の
実
質
収
支
は
、全
体
で
54
億
円
余
の
黒
字

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

県
立
病
院
事
業
会
計
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
医
業
収
益
が
減
少
し
た
も
の
の
、感
染
症
患

者
の
受
入
病
床
の
確
保
等
に
対
す
る
国
の
支
援
等
に
よ
り
、

事
業
収
益
は
増
加
し
、ま
た
、患
者
数
の
減
少
に
伴
う
薬
品

費
等
の
減
少
に
よ
り
、事
業
費
用
が
減
少
し
、結
果
、純
損

益
は
改
善
し
、16
億
円
余
の
純
利
益
と
な
り
ま
し
た
。

　

流
域
下
水
道
事
業
会
計
は
、市
町
か
ら
の
維
持
管
理
負
担

金
な
ど
の
事
業
収
益
が
21
億
円
余
、浄
化
セ
ン
タ
ー
の
維
持
管

理
業
務
委
託
料
な
ど
の
事
業
費
用
が
20
億
円
余
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、純
損
益
は
１
千
万
円
余
の
純
利
益
と
な
り
ま
し
た
。

　

財
政
健
全
化
判
断
比
率
は
、財
政
の
早
期
健
全
化
を
図

る
べ
き
基
準
値
を
ク
リ
ア
し
て
い
ま
す
。

　

政
策
部
関
係
で
は
Ａ
Ｉ
等
の
活
用
に
よ
る
業
務
効
率
化
、

総
務
部
関
係
で
は
私
学
の
振
興
、危
機
管
理
総
局
関
係
で

は
地
域
防
災
力
強
化
促
進
事
業
、環
境
森
林
部
関
係
で
は

生
物
多
様
性
の
保
全
、健
康
福
祉
部
関
係
で
は
児
童
相
談

所
の
体
制
強
化
、商
工
労
働
部
関
係
で
は
事
業
者
の
事
業

継
続
の
支
援
、交
流
推
進
部
関
係
で
は
県
産
品
振
興
、農
政

水
産
部
関
係
で
は
た
め
池
の
整
備
、土
木
部
関
係
で
は
河

川
の
維
持
管
理
、教
育
委
員
会
関
係
で
は
不
登
校
対
策
、公

安
委
員
会
関
係
で
は
交
通
死
亡
事
故
抑
止
総
合
対
策
事

業
、病
院
事
業
関
係
で
は
病
院
事
業
収
益
の
確
保
及
び
費

用
の
適
正
化
の
取
組
み
、ま
た
、総
括
と
し
て
、施
策
評
価
な

ど
、県
政
全
般
に
わ
た
り
審
査
し
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
度
歳
入
歳
出
決
算（一般
会
計
、特
別

会
計
、公
営
企
業
会
計
）を
審
査
す
る
た
め
設
置

し
た
決
算
行
政
評
価
特
別
委
員
会
で
次
の
と
お

り
審
査
し
、11
月
定
例
会
で
認
定
し
ま
し
た
。

閉
会
中
の
委
員
会
活
動〈
10
〜
11
月
中
〉

◆
総
務
委
員
会

︵
11
月
19
日
・
審
査
︶Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
研
究
所
廣
川
聡
美
代
表
、

学
校
法
人
藤
井
学
園
︵
丸
亀
市
︶、
香
川
県
警
察
本
部
通

信
指
令
シ
ス
テ
ム

◆
環
境
建
設
委
員
会

︵
11
月
5
日
・
審
査
︶
ダ
イ
ダ
ン
株
式
会
社
西
日
本
事
業

部
︵
大
阪
府
大
阪
市
︶
、
県
道
鹿
庭
奥
山
線
［
鹿
庭
北
工
区
］

︵
三
木
町
︶
、
県
道
円
座
香
南
線
［
香
南
工
区
］

◆
文
教
厚
生
委
員
会

︵
10
月
13
日
・
審
査
︶
香
川
県
社
会
福
祉
協
議
会
︵
高
松

市
︶、
観
音
寺
市
立
一
ノ
谷
小
学
校
、
観
音
寺
市
教
育
委

員
会︵
観
音
寺
市
︶

◆
経
済
委
員
会

︵
10
月
27
日
・
審
査
︶
株
式
会
社
Ｓ
Ｔ
Ｎ
ｅ
ｔ︵
高
松
市
︶、

琴
参
バ
ス
株
式
会
社
︵
丸
亀
市
︶
、認
定
農
業
者
眞
鍋
倫
明

◆
総
合
防
災
対
策
特
別
委
員
会

︵
11
月
15
日
・
審
査
︶
国
立
大
学
法
人
香
川
大
学
四
国
危

機
管
理
教
育
・
研
究
・
地
域
連
携
推
進
機
構 

金
田 

義
行

特
任
教
授
、
亀
割
池
︵
高
松
市
︶、
詰
田
川
水
系
御
坊
川
津

波
等
対
策
河
川
事
業

◆
少
子
化
対
策
特
別
委
員
会

︵
10
月
28
日
・
審
査
︶
栗
林
お
や
じ
塾
︵
高
松
市
︶、
帝
國
製

薬
株
式
会
社
︵
東
か
が
わ
市
︶、
鶴
尾
小
学
校
学
校
運
営

協
議
会︵
高
松
市
︶

◆
地
域
活
力
向
上
対
策
特
別
委
員
会

︵
11
月
8
日
・
審
査
︶
特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｔ
ｏ
ｔ
ｉ

ｅ︵
小
豆
島
町
︶、株
式
会
社
菅
組︵
三
豊
市
︶

コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
を
鑑
み
、現
地
視
察
に
代
え
、県
議
会
の
委
員
会
室
に
説

明
者
を
招
き
、取
組
内
容
に
つ
い
て
意
見
聴
取
す
る
形
で
行
っ
て
い
ま
す
。

報告

https://smart.discussvision.net/
　 smart/tenant/pref_kagawa/
　 WebView/rd/council_1.html

香川県議会インターネット中継アドレス

香川県議会ホームページからもリンクしています▲

議会インターネット中継実施中！！

「一本」  坂出商業高校3年　山地 里奈さん（文章の内容は令和3年3月受賞時のものです。）

　この写真は、本校の剣道部が冬の寒い時期に道場で練習している姿を撮影しました。迫力とスピード感が伝わる作品となるよう

に、流し撮りで撮影しました。緊迫感が漂う道場で日々、仲間と共に鍛錬している姿を写真に収めることが出来て良かったです。写

真部として活動できるのもあと一年となりました。写真の技術を磨くのは勿論のこと見た人の心を動かせるようなメッセージ性の強

い写真を撮ることができるように頑張ります。

今月の表紙

高
校
生
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
広
報
委
員
長
賞

「
夕
陽
に
染
ま
る
」

撮
影
者：
高
松
第一高
校
3
年 

堀
家 

茉
那
美
さ
ん

高
校
生
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
佳
作

「
追
憶
」  

撮
影
者：
高
松
桜
井
高
校
2
年 

髙
田 

琴
奈
さ
ん

　「高校生フォトコンテスト」の入賞作品のうち、県議

会議長賞を各号の表紙としてお届けし、広報委員長賞

及び佳作を誌面でご紹介します。

　入賞者の言葉とともに高校生の視点で捉えた「香

川」のあれこれをお楽しみください。

香川県議会ホームページで公開されている本会
議や委員会の生中継や録画配信は、スマート
フォンやタブレットでも視聴できます。

ホームページのURL   https://www.pref.kagawa.lg.jp/gikai/


